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はじめに
脈拍計測機能付き活動量計「PULSENSE PS-600」をお買い求めいただき、誠にありがと
うございます。本製品を正しくご使用いただくために、必ず本紙をお読みください。
本紙では、初期設定や基本操作を中心に説明しています。より詳しい説明は、EPSON 
Web サイト上の電子マニュアル『ユーザーズガイド』に掲載しています。以下のアドレ
スからダウンロードしてご覧ください。
<http://www.epson.jp/support/support_menu/ks/151.htm>
本紙の内容の一部または全部を無断掲載することを禁止します。
本紙の記載内容は予告なく変更される場合があります。

ファームウェア（本体プログラム）の更新
本製品を支障なくご使用いただくために、ファームウェアは随時更新しております。
スマートフォンをご使用の方は専用アプリケーション「PULSENSE View」を、パソコン
をご使用の方は専用アプリケーション「PS Uploader」を使って、本製品のファームウェ
アを常に最新版に更新してご使用ください。

本製品でできること
• 脈拍を使った正確な活動量計測

活動量に加えて脈拍を計測することで、活動の状態をより正確に知ることができます。
 - 日常の活動や運動の負荷を加味した『消費カロリー』を計測
 -『睡眠時間』と『睡眠の状態（浅い / 深い）』を可視化
 -『こころバランス（エキサイト / リラックス）』を可視化

さらに、『歩数』『距離（推定）』などの活動状態を把握することで、健康や体重の状態
をより効率的に管理できます。

• 運動強度を把握できる［ワークアウト］モード
運動中の脈拍を計測することで、運動強度をリアルタイムに把握できます。また、運
動時の目標を設定することで、より効率的なトレーニングができます。

• 専用アプリケーション「PULSENSE View」
PULSENSE View を使用することで、計測したデータをより詳細に確認・分析できます。

同梱品の確認
お買い求めいただいた本製品の同梱品をご確認ください。万一、不足や不良があるときは、
お手数ですがお買い求めいただいた販売店までご連絡ください。

安全にご使用いただくために
本製品を安全にご使用いただくために、ご使用前に必ず取扱説明書（本紙および電子マ
ニュアル『ユーザーズガイド』）をお読みください。また、本製品は無線機能を搭載して
います。無線機能に関する注意については電子マニュアル『ユーザーズガイド』-「電波
に関するご注意」をご確認ください。
<http://www.epson.jp/support/support_menu/ks/151.htm>
本製品の取扱説明書の内容に従わず取り扱うと、故障や事故の原因となります。
•	本製品の取扱説明書は、製品の不明点をいつでも解決できるよう、手元に置いてご使用ください。
•	本製品は日本国内のみでご使用ください。
•	本製品は医療機器ではありません。運動の目安としてご使用ください。

記号の意味
本製品の取扱説明書では、お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止する
ために、危険を伴う操作やお取り扱いを次の記号で警告表示しています。内容をご理解
の上、本文をお読みください。

 警告
この表示を無視して誤った取り扱いをす
ると、人が死亡または重傷を負う可能性
が想定される内容を示しています。

 注意
この表示を無視して誤った取り扱いをする
と、人が傷害を負う可能性および財産の損害
の可能性が想定される内容を示しています。

この記号は、必ず実施および認識していただき
たい事項（指示、行為）を示しています。

この記号は、してはいけない行為（禁止行為）
を示しています。

使用上のご注意
 警告

運動は体調に合わせて実施してください。気分が悪くなるなど体調変化を感じたときは、すみやかに医師
にご相談ください。
運動中は本製品を注視しないでください。転倒や滑落などの危険があります。ご使用の際は周囲の安全に
ご注意ください。
本製品裏側のセンサー部分は、LED ライトにより発光します。皮膚に影響ありませんが、直視しないでく
ださい。
スキューバダイビングには使用しないでください。
使用状況によってはアレルギーや皮膚のかゆみ、炎症などが生じる恐れがあります。万一、皮膚に異常が
生じたときは、ベルトの穴位置を緩めに装着し直してください。それでもかゆみなどが改善されないとき
は、すみやかに使用を中止し、医師にご相談ください。
本製品を次のような場所での放置や保管をしないでください。感電・火災・動作不良・故障の原因となります。
• 湿度 / 温度変化の激しい場所 • 揮発性物質のある場所 • 油煙やホコリの多い場所
• 火気のある場所 • 磁気の発する場所（ＴＶ、スピーカー、磁気ネックレスなどの近く）

お客様による分解 / 修理はしないでください。感電 / 事故の原因となります。
小さなお子様の手の届くところには、本製品を放置しないでください。
破損したクレードルを使用しないでください。故障 / 火災の原因となります。
クレードルは、ホコリなどの異物が付着した状態で使用しないでください。火災の原因となります。
クレードルは、煙が出たり、変なにおいや音がするなど異常状態のままで使用しないでください。火災の
原因となります。異常が発生したときはすみやかにクレードルのケーブルを抜き、インフォメーションセ
ンターにご相談ください。
クレードル内部に異物や水などの液体が入ったときは、そのまま使用しないでください。感電 / 火災の原
因となります。すみやかにクレードルのケーブルを抜き、インフォメーションセンターにご相談ください。
クレードルを使用しないときは、ケーブルを抜いてください。端子部に金属物やホコリなどの異物が付着
するとヤケドや火災の原因となります。

 警告
クレードルで他の商品を充電しないでください。また、クレードル以外で充電しないでください。故障 / 感電
/ 火災の原因となります。
本製品は、お客様の責任でご使用ください。お客様本人および第三者のいかなる損害に対しても、弊社はそ
の責任を負いかねます。

 注意
装着中に汗をかいたら、本製品を外して、こまめに装着部分の手首と、本製品に付着した汗や汚れを拭き取っ
たり、水で洗い流したりしてください。汗などの水分や汚れが付着したまま装着を続けると、かゆみや炎症
などを生じる恐れがあります。
就寝前は穴位置を 1 つ緩めに装着してください。睡眠中に、むくみなどにより装着がきつくなることがあります。
本製品は 5 気圧防水仕様となっています。ただし、水中でボタン操作をしないでください。防水不良になる
恐れがあります。
入浴やサウナには使用しないでください。熱気や石鹸、温泉の成分などが防水性能の劣化や、サビの原因と
なる恐れがあります。

ボタンの基本操作

電源のオン / オフ
本製品は、充電すると自動で電源がオンになります。
電源をオフにする場合は、 を長押しして［システム設定］-［電源 OFF］の順に選択して
ください。また、再度電源をオンにする場合は、 を長押ししてください。

本製品の基本的な使い方
【セットアップ】
開梱する 同梱品の確認

充電する 1. 充電

初期設定
する

2. 初期設定
2-1. 本体の初期設定
2-2. スマートフォンでの初期設定
2-3. パソコンでの初期設定

【使い方】
装着する 3. 本製品の装着と脈拍計測

計測モードを選
択する

4. 計測モードについて

日常の活動量を
計測する

5. 活動量の計測
（［活動量計］/［時計］モード）

運動時の活動量
を計測する

6. 活動量の計測
（［ワークアウト］モード）

お手入れをする 7. メンテナンス

お手入れについて
本製品の裏側やバンドは、肌に接しているため、汗や汚れが付着します。
常に清潔にしてご使用ください。

 裏面「7. メンテナンス」

1. 充電
本製品を初めて使用するときは、必ず充電してください。

1. クレードルに本体をセットします。
本体をガラス面が見える向きにします。本体の接続端子部を上に向け、クレードルの端
子マークと位置が合っていることを確認します。本体をクレードルの下部に乗せてから、
上部が固定されるまでゆっくりと押し込んでください。

本体は逆向きにセットしないでください。本体および、クレードルが破損する恐れがあります。
本体が水や汗で汚れたまま、クレードルにセットしないでください。

2. 充電を開始します。方法は 2 つあります。
■ AC アダプター（オプション）を使用する場合
クレードルの USB プラグを AC アダプターに接続し、AC アダプターをコンセントに接続します。
充電にはオプションの AC アダプター（型番：SFAC01）の使用をおすすめします。対応の AC
アダプター以外を使用すると、充電できない場合や、正常に動作しなくなる場合があります。
■パソコンを使用する場合
クレードルの USB プラグをパソコンの USB ポートに接続します。
すべてのパソコンでの動作を保証するものではありません。USB ハブなどは介さず、ク
レードルとパソコンを直接接続してください。
正しくセットされると、充電が始まります。充電完了までの目安は、2.5~3.5 時間ですが、
状況によって異なります。

3. 充電が完了したら、本体をクレードル
から外します。ケーブルもコンセント、
USB ポートから外してください。
クレードルを押さえて、本体をクレードル
の下部に押し当て、上部からから外すとス
ムーズに外れます。

•	 周囲の温度が 5℃～ 35℃の場所で充電してください。これ以外の状況下では右のア
イコンが表示され、充電停止状態になります。内部温度が充電に適した温度に戻ると、
自動的に充電を再開します。

•	 充電が完了すると過充電防止機能が働き、充電を続けても本製品が損傷することはありません。
•	 本製品を使用しないときでも、6 か月に 1 回は必ず充電してください。

電池残量の確認
電池残量は電池アイコンで確認できます。

計測モード
連続計測時間の目安（省電力オフ＊ 1/ 省電力オン＊ 2）

ワークアウト 60 時間 40 時間 20 時間 5時間

活動量計 5 日間 /7 日間 3.5 日間 /5 日間 2日間 /2.5 日間 0.5 日間 /0.5 日間

時計 8 日間 /18 日間 5.5 日間 /12.5 日間 3日間 /7 日間 0.5 日間 /1.5 日間

＊ 1：	［省電力オフ］の状態で通常使用 (1 日 16 時間程度の画面閲覧）した場合
＊ 2：	［省電力オン］の状態で限定使用 (1 日 1時間程度の画面閲覧 ) した場合
※	スマートフォンとの接続状況や振動アラームの頻度、電池の劣化度合いなどの理由により、実
際の連続計測時間は短くなることがあります。

省電力の設定は、 を長押しして、［システム設定］-［表示］-［省電力］で変更してください。詳
しくは電子マニュアル『ユーザーズガイド』をご覧ください。

充電のタイミング
• 電池アイコンが になる直前に［電池残りわずかです］というメッセージが表示さ

れます。電池が切れる前に充電してください。
• 本製品を使用しない時間（入浴中など）を使って、こまめに充電しましょう。目安として、

本製品を満充電にして 1 日使用した場合、1 時間ほどの充電で再び満充電になります。

MEMO

MEMO

2. 初期設定
初めて本製品を使用するときは初期設定が必要です。

スマートフォンをご使用の方

2-1.	本体の初期設定

2-2.	スマートフォンでの初期設定
•	「PULSENSE	View」のインストール
•	ユーザー登録
•	本製品との接続（ペアリング）

パソコンをご使用の方

2-3.	パソコンでの初期設定
•	「PS	Uploader」のインストール
•	ユーザー登録と本製品との接続

※「本体の初期設定」は省略できます。
※「PS	Uploader」のインストール後は、	 	
	 「PULSENSE	View」でデータを確認できます。

• 本体に保存された計測データは、「PULSENSE View」へアップロードすることで詳細に
確認できます。スマートフォンまたはパソコンの初期設定を実施してください。

• 「PULSENSE View」のアカウント 1 つにつき、1 台の機器を使用してください。複数の
機器の計測データを、1 つのアカウントにアップロードすると、歩数やカロリー値など
の計測結果は積算されます。ご注意ください。

2-1. 本体の初期設定
1. 充電完了後、クレードルから本体を外します。
2. 画面に従って、［言語］［画面背景色］［時刻］［プ

ロフィール］などを設定します。
ボタン / で選択し、 で決定してください。

3. 使用目的（ダイエットや健康維持など）に合わせて目標を設定します。

目標を設定すると、目標体重を達成するために必要な 1日の活動目標（消費カロリー・エクササ
イズ時間など）が自動計算されます。この活動目標に対する 1日の達成率を本体で確認できます。

4. ［設定完了］画面で［はい］を選択します。
時刻画面が表示されたら、本体の初期設定は完了
です。

•	 入力内容を訂正したいときは、［いいえ］を選択してください。設定内容が保存された状態で
手順 2の［言語選択］画面に戻ります。修正したい項目が表示されるまで を押して進み、
修正してください。

•	 設定完了後に内容を変更したいときは、 を長押しして、［システム設定］または［ユーザー
設定］で変更してください。詳しくは電子マニュアル『ユーザーズガイド』をご覧ください。

MEMO

MEMO

2-2. スマートフォンでの初期設定

対応のスマートフォンについては、EPSON	Web サイトでご確認ください。
ご使用の機種によっては、正しく動作しない場合があります。
<http://www.epson.jp/support/support_menu/ks/151.htm>

専用アプリケーション「PULSENSE View」のインストール
「PULSENSE View」をインストールします。

iPhone をご使用の方は App Store から、AndroidTM をご使
用の方は Google Play からインストールしてください。

ユーザー登録
PULSENSE View のご使用にあたっては、ID（アカウント）が必要です。
アプリケーションを起動して、画面の指示に従って必要事項を入力してください。
1. 「PULSENSE View」の［ログイン］画面で、［登

録］をタップします。

すでにアカウントをお持ちの場合は、ID とパスワード
を入力して［ログイン］をタップし、次項の「スマート
フォンとの接続（ペアリング）」へ進んでください。

2. アカウントを作成します。
3. 登録確認のメールが EPSON から届きます。メー

ル本文に記載された確認コードを入力します。
4. プロフィール設定と目標設定をします。

本体とアプリケーションとのペアリング後、最新の設定値が有効になります。

スマートフォンとの接続（ペアリング）
本製品とスマートフォンを Bluetooth® で接続するための設定をペアリングと言います。

•	 事前に、スマートフォンの設定画面で Bluetooth® をオンに
してください。

•	 iPhone をご使用の場合	 	
［設定］画面で Bluetooth® をオンにした後に表示される本
製品名は選択しないでください。スマートフォンの設定画
面でペアリング接続すると、PULSENSE	View での設定時に
エラーが表示され、正しく接続できません。

1. ［PS-600］をタップします。
2. 画面の指示に従って、ペアリングします。

選択しない

MEMO

MEMO

MEMO

2-3. パソコンでの初期設定
パソコンでは、アップロード用アプリケーション「PS Uploader」を使って計測データをアッ
プロードし、Web アプリケーション「PULSENSE View」でデータを確認します。

専用アプリケーション「PS Uploader」のインストール
「PS Uploader」をインストールします。

下記サイトからダウンロードしてください。
<http://www.epson.jp/support/support_menu/ks/151.htm>

ユーザー登録とパソコンとの接続
パソコンを使ったユーザー登録と接続については、下記サイトの「最初のステップ」をご
確認ください。
<https://go-wellness.epson.com/sensing/ja-JP/pulsense>

初期設定が完了したら裏面「本製品の装着と脈拍計測」へ

本体 クレードル
（充電 / 通信機器）

クイックスタートガイド
（本紙）

保証書

以下の製品はオプション販売しております。
•	AC アダプター（型番：SFAC01）
•	USB 充電用クレードル（型番：SFPS-CRD01）

MODE/OK
計測モード切替
決定

LIGHT/MENU
バックライト点灯
［各種設定］表示　長押し※

TREND/UP
計測結果（7日）表示 /切替
選択（上）

DAILY/DOWN
計測結果（日）表示 /切替
選択（下）
時刻画面表示　長押し※※	 ボタンを 2秒以上押し続けます。

端子マーク 

確認コード：	
XXXXXX



3. 本製品の装着と脈拍計測
装着方法
尺骨にかからない位置で腕の甲側に装着します。腕に密着するように装着してください。

• 腕の甲側以外での装着方法では、脈拍計測できないことがあります。
• 密着度が低い場合、本製品の装着位置がずれたり揺れたりすることで、正しく計測

できないことがあります。バンドの穴を 1 つ程度、きつくすることをお試しください。

脈拍計測
を押して計測モード選択画面を表示し、［活動量計］を選択してください。

本製品裏側の脈拍を計測するセンサーが LED ライトにより発光します。皮膚に影響あり
ませんが、直視しないでください。装着後 30 秒前後で脈拍数が表示されます。

脈拍の計測ができない、または安定しないときは、以下を確認してください。
• バンドをきつめに装着してください。
• 装着位置を再確認してください（尺骨を避ける）。
• 季節や風などで外気温や体表温度が低い場合は、ウェアなどで温めてください。
• 頻繁に脈拍が表示されなかったり、平常時にもかかわらず異常に高い値が表示され

たりするときは、反対の腕に装着することをお試しください。
• 本製品の装着に関しては電子マニュアル『ユーザーズガイド』もご確認ください。

4. 計測モードについて
本製品には 3 つの計測モードがあります。

計測モード
計測項目

心拍 
ゾーン

エクサ 
サイズ

消費 
カロリー＊

歩数
（距離：推定） 睡眠 こころ 

バランス

ワークアウト（脈拍オン）
運動やトレーニング中の活動量
を計測するモードです。

○ ○ ○ ○ ― ―

活動量計（脈拍オン）
脈拍を使って日常の活動量を計
測するモードです。

○ ○ ○ ○ ○ ○

時計（脈拍オフ）
消費カロリー、歩数（距離：推定）
を計測するモードです。脈拍は
計測しません。

― ― ○ ○ ― ―

＊	脈拍を計測する（［活動量計］または［ワークアウト］モードで計測する）ことで、より精
度の高いデータが得られます。

計測モードの選択方法
1. を押し、計測モード選択画面を表示します。
2. / で計測モードを選択し、 で決定します。

本製品をクレードルにセットし、充電状態にした後の計測モードは、自動で［時計］に切り替わります。

本製品に保存できる計測データには上限があります。
• ［活動量計］/［時計］モード…480 時間（20 日）まで
• ［ワークアウト］モード…512 件まで
計測データが上限を超えると、古いデータから上書きされます。上限に達する前に、

「PULSENSE View」または「PS Uploader」を使ってアップロードしてください。

MEMO

5. 活動量の計測（［活動量計］/ ［時計］モード）
その日の活動量を計測・確認する

を押すごとに、確認画面の表示が切り替わります。

時刻

メーター
（心拍ゾーン）
現在の脈拍数

時刻

心拍 
ゾーン

メーター
（心拍ゾーン）
心拍ゾーン

現在の脈拍数

エクサ 
サイズ

メーター
（運動時間＊ 1の達成率）
現在の脈拍数

エクササイズ時間＊ 2

消費 
カロリー

メーター
（消費カロリーの達成率）
現在の脈拍数

消費カロリー

歩数

メーター
（歩数の達成率）
現在の脈拍数
歩数
距離（推定）

睡眠

現在の脈拍数

睡眠時間（浅い眠り）

睡眠時間（深い眠り）

こころ 
バランス

現在の脈拍数

リラックス時間

エキサイト時間

エクササイズ /睡眠 /こころバランスは、脈拍数と活動状態の計測結果から自動で判定されます。
＊ 1：	［運動時間］は、心拍ゾーンが「②脂肪燃焼」以上と判定された時間の合計です。
＊ 2：	［エクササイズ時間］は、心拍ゾーンが「①ウォーミングアップ」以上と判定された	
	 時間の合計です。

メーターの意味
■ 時刻 / 心拍のメーターは、 
 " 心拍ゾーン " です。

①	ウォーミングアップ
	 （0 ～ 40%）
健康管理やウォームアップに適した
運動強度です。
例 : ゆるやかなウォーキング

②	脂肪燃焼（40 ～ 70%）
脂肪燃焼が効率的に行われる運動強
度です。
例 : 早歩き、ジョギング

③	有酸素運動（70 ～ 80%）
持久力や心肺機能を高めるのに適し
た運動強度です。
例：低強度のランニング

④	無酸素運動（80 ～ 90%）
筋力向上やスピードアップに適した
運動強度です。
例：中強度のランニング、ダッシュ

⑤	最大強度（90 ～ 100%）
瞬発力や運動能力の向上に適した運
動強度です。心臓への負荷が高くな
るため、注意が必要です。
例：高強度のランニング、スパート

■ エクササイズ / 消費カロリー / 
 歩数のメーターは " 達成率 " です。
設定した目標に対するその日の達成
率を 1メーター 10%で表示します。

①

②
③

④

⑤

10%

50%

100%

その日の目標達成率と 7 日分の活動量を確認する
を押すごとに表示が切り替わり、7 日分の活動量をグラフで確認できます。

 達成率
設定した目標に対す
るその日の達成率が
表示されます。

日付

目標値は、 を長押し
して、［ユーザー設定］
で確認 /変更できます。

脂肪燃焼ゾーン以上の滞在時間

消費カロリー

歩数

エクサ 
サイズ

消費 
カロリー

歩数 睡眠 こころ 
バランス

6. 活動量の計測（［ワークアウト］モード）
計測モードを［ワークアウト］に切り替えてください。

 「4. 計測モードについて」-「計測モードの選択方法」

運動目標を設定する
運動時の目標（運動目標）を設定します。
運動目標を設定すると、運動中に目標を達成したときに、本製品が振動してお知らせします。
また、運動中・運動終了後に達成率を確認できます。
1. ［ワークアウト］画面で、 / で［運動目標］を選択して、 で決定します。
2. ［運動目標］画面で目標を設定します。

運動の時間・消費カロリー・歩数・距離の 4 項目を設定できます。

ワークアウトを計測 / 確認する
計測の開始と終了
1. ［ワークアウト］画面で、 / で［計測画面］を選択して、 で決定します。
2. を押して計測を開始します。

計測画面

3. 計測を終了するときは、 を押して計測を一時停止し、 を押します。  
表示された画面で、 / で［終了］を選択して、 で決定します。

4. ワークアウト結果を確認して、 を押します。
計測モード選択画面に戻ります。
モードを選択しないまま 10 秒経過すると、［ワークアウト］画面に戻ります。

計測データの確認
計測中または計測停止中に を押すと、確認画面の表示が切り替わります。

心拍 
ゾーン

時刻 消費 
カロリー

歩数 距離
（推定）

達成率 

ワークアウト履歴を確認する
本体では最大 20 件のワークアウト履歴を確認できます。
1. ［ワークアウト］画面で、 / で［履歴表示］を選択して、 で決定します。
2. / で確認するワークアウトデータを選択して、 で決定します。

3. ［履歴表示］画面に戻るときは、［ワークアウト結果］画面で を押します。

計測終了（一時停止中）

バックライト点灯 計測開始 /
一時停止 / 再開

表示画面切替

運動目標を設定する

ワークアウトを計測 /確認する

ワークアウト履歴を確認する

7. メンテナンス
本製品のお手入れ
本製品は、使用後または定期的に水で軽く洗ってください。
センサー部など汚れがつきやすい場所は、毛先の柔らかい歯ブラシなどで汚れを取り除き、
水ですすいでください。ガラス面は傷がつきやすいため、強くこすらないでください。ま
た洗浄中は、ボタンを押さないようにご注意ください。
洗浄後は、よく乾燥させてください。

充電や通信が不安定なときは、本体やクレードルの接続端子部を湿らせた綿棒で清掃して
ください。

バンドについて
定期的に汚れを水で洗い、乾いた布でよく拭き取ってください。
本製品に使用されているポリウレタン製のバンドは、長年の使用で色があせたり、弾力が
劣化したりする性質があり、汚れたままにしておくと、劣化を早める恐れがあります。

内蔵の充電池
本製品内蔵の充電池はご自身で交換することはできません。長時間の使用により、満充電
後の動作時間が著しく短くなったときは電池寿命が考えられますので、販売店または弊社
修理センターまでご連絡ください。有償にて承ります。
使用条件により差がありますが、電池寿命は 4 年が目安です。

8. 困ったときは
現象 対処方法

基本動作 画面が表示されない •	 お買い上げ直後は、動作を停止しています。まず充電してからご使
用ください。
•	 電池残量がなくなると、何も表示されません。充電してください。
	表面「1.	充電」

操作しても反応しない
/動作しない

•	 電池残量の低下が考えられます。充電してください。
	表面「1.	充電」

•	 充電後も動作しないときは、システムリセットをしてください。
	次項「システムリセット」

使用中に画面が消える
/青くなる

•	 システムリセットをしてください。
	次項「システムリセット」

画面表示が消える •	 静止させたまましばらく放置すると、スリープ状態となり画面表示
が消えます。動かしたりボタンを押したりすると、表示が戻ります。
•	 表示が戻らないときは電池残量が低下しています。充電してください。
	 表面	「1.	充電」

時刻が合わない •	 時刻合わせをしてください。
	 長押し＞［システム設定］＞［時刻合わせ］

脈拍が計測できない •	 本製品を正しく装着できているか確認してください。
	「3.	本製品の装着と脈拍計測」

充電 クレードルにセットして
も正常に充電できない

•	 クレードルと本体の接続状態を確認してください。
•	 本体やクレードルの接続端子部を清掃してください。
	「7.	メンテナンス」

•	 完全に電池残量がなくなった後でクレードルにセットすると、1～ 2分間
充電画面が表示されないことがありますが、故障ではありません。
•	 上記内容を確認しても充電できないときは、故障が考えられます。
すみやかに充電を中止して、本製品とクレードルのセットで弊社修
理センターに送付してください。

充電エラーのアイコン
が表示される

•	 周囲の温度が 5～ 35℃の場所で充電してください。

充電時、本体やクレー
ドルが熱くなる

•	 故障が考えられます。すみやかにご使用を中止して、弊社インフォ
メーションセンターにご相談ください。

防水性能 ガラスの内側が曇る •	 外気と本製品内部の温度差によって、内部の湿気が結露する恐れが
あります。一時的な曇りであれば、本製品への影響はありませんの
で、そのままご使用ください。
•	 長時間、曇りが消えないときは内部に水が浸入していることが考え
られます。本製品を弊社修理センターへ送付してください。

通信 本製品をパソコンに通
信接続しても正常に認
識されない

•	 パソコン（USB ボード）とクレードル（USB プラグ）の接続を確認
してください。
•	 本体やクレードルの接続端子部を清掃してください。
	「7.	メンテナンス」

•	 システムリセットをしてください。
	次項「システムリセット」

上記の対処を実施しても解決しない場合や、その他のご質問などがある場合は、エプソン
のホームページに掲載の FAQ もあわせてご確認ください。また、弊社インフォメーション
センターにご相談ください。
<http://www.epson.jp/support/faq/>

システムリセット
動作が不安定なときは、システムリセットをしてください。
4 つのボタン（ / / / ）を同時に 4 秒以上押します。
画面表示が消えて、再起動します。起動後は、リセット前の時計画面が表示されます。
活動量の計測データは、リセット前の状態が保持されています。

9. アフターサービスについて
•	 本製品の修理 /点検については販売店または弊社修理センターにご相談ください。
•	 本製品のバンドは保証書適用の対象外となっております。お買い求めの際は、販売店または弊社イン
フォメーションセンターにご相談ください。

•	 本製品の補修用性能部品の保有期間は製造終了後 6年を基準としています。
•	 万一故障の際に、本製品に記録されているデータについての保証は致しかねます。
•	 弊社修理センターで製品交換を実施した場合は、お客様のデータの保全は行わず、初期化されます。
•	 保証書には製品のシリアルナンバーを表示したシールが貼ってあります。シールの貼っていないもの
は無効となります。

10. 本製品に関するお問い合わせ先

11. 商標
•	 Android および Google	Play は、Google	Inc. の商標または登録商標です。
•	 iPhone は、米国およびその他の国で登録された Apple	Inc. の商標です。iPhone の商標は、アイホン
株式会社のライセンスに基づき使用されています。

•	 App	Store は、Apple	Inc. が運営する iPhone 向けアプリケーションソフトウェアのダウンロードを
行えるサービスの名称です。

•	 Bluetooth® のワードマークおよびロゴは、Bluetooth	SIG,	Inc. が所有する登録商標であり、セイコー
エプソン株式会社はこれらのマークをライセンスに基づいて使用しています。

尺骨

センサー
（手首の脈を読み取ります）

脈拍数

計測モード選択画面

/ で選択

項目を選択して

履歴を選択して

接続端子部 センサー部


